






























































































年代 1950 〜 1960 〜 1970 〜 1980 〜 1990 〜 2000 〜
大学 0 2 13 24 23 5
大学付設研究所 1 0 2 0 5 2
一般研究所 0 1 3 3 0 2































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
博論 － － １ － ２ ４ 3 － － － －
学会誌























辛ウンア  「『源氏物語』の 「嫉妬」 に関する研究── 「妬む女」 の人物造形
を中心に」（外国語大学）
李ミリョン 「『源氏物語』の仏教的世界観に関する研究」（外国語大学）
15  韓国における日本古典文学研究の現況　183
朴ヘザ  「古代日本語における美的語彙の研究──『源氏物語』に表われ
る言語的役割」（中央大学）
　学会誌論文の急増した2008年と2009年の論文数は計48本であるが、2009年の
学位取得者二人の学会誌の論文発表は見当たらず、2010年、2011年度の博士学
位取得者7人のうちの5人の論文掲載が確認できた。したがって、博士学位取得
以前の、学位論文準備の過程での論文という基準をもって、2010年までの論文
へと対象を広げ、7人の論文数を調べてみた。2008年は計25本中10本、2009年
は計23本中7本、2010年は計16本中9本で、それぞれ40％、30％、57％の高い
比重を見せていることがわかった。博士学位準備の過程での活発な研究活動は注
目に値する。
結びにかえて
　以上、昨今の韓国の大学の教育現場において、日本関連学科が危機に見舞われ
ているなか、日本古典文学の研究、特に『源氏物語』研究の盛況を、論文の量的
推移を通して見てきた。2005年から2015年の統計から、教育現場と乖離してい
る古典文学研究、『源氏物語』研究の現況を確かめることができた。しかし『源
氏物語』研究の一端を担っている博士学位取得者の活動が、2012年以後、確認
できないことに注目したい。なぜなら、博士学位取得後、より活発な研究活動が
期待されるにもかかわらず、学会誌の上では活動が断絶したからである。たとえ
ば、2009年度の2人、『日本文化研究』に精力的に論文の発表した金サンウン、『日
語日文研究』に3本を掲載した文インスクら、合わせて4人の場合は、博士学位
取得後、研究活動が途絶えている。また、2010年と2011年度の7人は学位取得
までの4年間、学会誌に27本の論文を掲載し、36％を占めていたが、学位取得後、
研究活動が縮小している。数値からしても、その7人は2011年から2015年まで6
本しか論文を掲載しておらず、10％（総数62本）にまで激減した。統計数値の
表面と裏面の間隔に目を向けていかなければならない。
　数値の裏面にみえる、博士学位取得後の研究活動の断絶や縮小は、研究環境の
悪化、教育現場の危機を意味する。社会的教育環境の変化、いわば人文学の危機
が『源氏物語』研究の危機を加速化していることに、より敏感にならざるをえな
い。若手の研究者の研究活動の悪化という、研究環境の変化を重く受けるべきで
あろう。特に、韓国の『源氏物語』研究者の高齢化とも連動する研究環境の悪化
についての分析結果や、これからの研究展望は今後の課題として残しておく。
